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令和５年10月号
建設業労働災害防止協会　神奈川支部

横浜市中区太田町2-22番地  電話045-201-8456 FAX045-201-7735

神奈川労働局賃金室

から最低賃金改正につ

いてのお知らせがあり

ました。

神奈川県最低賃金は、

県内の事業場で働く常

用・臨時・パート・ア

ルバイト等の雇用形態

や呼称の如何を問わず、すべての労働者とそ

の使用者に適用されます。

賃金引上げに活用できる「業務改善助成金」

について

業務改善助成金は「事業場内で最も低い賃

金（事業場内最低賃金）」の引上げを図る中

小企業・小規模事業者を支援する助成金です。

神奈川働き方改革推進支援センター（下記）

にお問い合わせください。

さらに！厚生労働省は中小企業庁と連携し、

最低賃金の引き上げにより影響を受ける中小

企業に対する支援を実施しています。

「最低賃金・賃金引上げに向けた中小企

業・小規模事業者への支援施策紹介マニュア

ル」（全文または概略版）がダウンロードで

きます。

◆神奈川働き方改革推進支援センター◆

横浜市中区尾上町5-80神奈川中小企業ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ

12F

電話 0120－910－090

受付時間 平日9:00～17:00

９月14日、建設会館の会議室において神奈

川支部表彰選考委員会を開催しました。

選考の対象者となった推薦数は、優良賞で

は会社関係が21社、工事現場関係が21現場、

団体が１で計43です。個人賞では、功労賞が

８名、功績賞が36名、職長賞が６名で計49名

です。事前の割り当て数が132でしたので、そ

れより35少ない97の推薦数でした。

支部表彰委員会の実施後、神奈川労働局安

全課の要請により、労働局との緊急連絡会議

を開催しました。表紙の支部長の言葉や、６

～７頁の県内の死亡災害等の状況にみられる

とおり、８月に少なくとも５件の死亡災害が

発生しており、８月末時点において全国ワー

スト２という現状にあります。

神奈川労働局から千葉安全課長並びに大須

賀安全専門官が出席し、死亡災害の急増、休

業災害も増えていることについて、猛暑との

因果関係なども含め、災害の要因、背景など

について意見交換を行い、歯止めをかけるべ

く双方で行う周知広報の徹底について確認を

しました。

全国大会 10月５日～６日

神奈川県建設業労働災害防止大会

11月７日（火）については神奈川支部事務

局はお休みします。

分会事務局についてはホームページをご確

認ください。

支部行事予定

建災防事務局だより

正副支部長・分会長会議 第２回理事会

時：１０月２４日　１５：００ 時：１１月３０日　１５：００

所：建設会館４１１会議室 所：建設会館講堂

編集委員会 運営委員・分会事務局合同会議 技能講習部内監査

時：１０月１９日　１４：００ 時：１０月３１日　１５：００ 時：１２月７日　１５：３０

所：建設会館４１１会議室 所：建設会館講堂 所：専務室

正副運営委員長・部会長会議 第５８回神奈川県建設業労働災害防止大会 分会事務局長会議

時：１０月１９日　１５：００ 時：１１月７日 時：１２月１５日　１４：３０

所：建設会館４１１会議室 所：横浜市西公会堂 所：崎陽軒本店

建災防神奈川支部ニュース

建設業で働く関係者の皆様、死亡重大災害が急増し

ています。

詳細については、災害の発生状況等の記載をしてい

る６～７頁等をご参照いただきたいたいのですが、猛

暑であった８月において、県内で、少なくとも４件、

それ以外にも一人親方ということで統計に入らない墜

落転落による死亡事故が発生しています。

さらに、お隣の東京において、建築中の鉄骨を落下

させて２名の方がなくなるというニュースが飛び込ん

でまいりました。

こういった動きの中、神奈川労働局の局長はじめ、

幹部の方々も事態を深刻にとらえ、９月12日には神奈

川労働局長をはじめ、相模原労働基準監督署長ら幹部

の方々と建災防支部長との合同パトロールを行い、９

月14日には正副支部長、正副運営委員長が出席し、労

働局の安全課長らを交えて緊急連絡会議を開催し、頻

発してとどまらない死亡災害、増加する休業災害の背

景について情報交換を行い、歯止めをかけるための気

運の醸成のための方策について懇談を行いました。

そこで出た話の中では、８月中に発生した死亡災害

にいくつかの傾向があり、事故の型別として墜落転落

が多いこと、比較的若い方（40～50代）が多いこと、

午前中での災害が多いこと、などがあげられ、また、

出席したメンバーの各現場において相当数の熱中症対

象者が出ていることなどが具体例として挙げられまし

た。

災害事例を見ると、健康な状態であれば被災するこ

とが考え難いような事例も散見し、暑さによる疲労、

身体の異常など暑熱環境下における災害との因果関係

も無視できないのではないか、という意見も出されま

した。

ともかく、この死亡災害の悪しき傾向をなんとして

も断ち切らねばなりません。そこで、11月７日に開催

を予定している「第５８回神奈川県建設業労働災害防

止大会」を死亡災害撲滅のための総決起集会と位置付

けることとし、サブタイトルを「ストップ死亡重大災

害！心身を整え、行動前に家族を想おう！」と銘打つ

こととしました。

ちょうど10月は１～７日まで全国労働衛生週間が展

開され、また11月は過労死等防止啓発月間を迎えます。

ようやく熱中症からの脅威も和らぎましたが、心身

を整え、健康な状態でなければどれだけ安全対策を講

じても災害を回避することは困難だと思います。

「行動前に家族を想おう！」は９月12日に合同パト

ロールでリニア新幹線のトンネル工事に行った時のこ

とですが、㈱フジタ首都圏土木支店様の現場で現場独

自の安全衛生対策として、家族を思い出し安全作業を

誓う15秒間の瞑想を行う「まぶたの家族運動」という

のをやっておられたのですが、これに実に感動いたし

ました。

朝「いってらっしゃい」と言われて出て、夕に「た

だいま」と帰る家、それを支える家族の姿を瞑想し、

仕事に出る前の普段の生活から安全に向き合うことが

大切なことだと、いまさらながら感じた次第です。

大会にご出席いただける方も、そうでない方も、神

奈川支部で提唱している３つの運動を中心とした「か

ながわ安全強靭化計画」を再度見直しいただき、本大

会をきっかけに、自らの現場では絶対に災害を起こさ

ない、という自らの「安全行動宣言」を掲げていただ

くことを切に願うものです。

第58回神奈川県建設業労働災害防止大会開催へ向けて

支部表彰選考委員会を開催

全国大会（広島）期間中の事務局のお休み

最低賃金改正のお知らせ

令和５年10月１日から

時間額1,112円

黒田 憲一

建設業労働災害防止協会

神奈川支部長

死亡災害急増にかかる緊急連絡会議
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　　　署

年
横浜南 鶴見 川崎南 川崎北 横須賀 横浜北 平塚 藤沢 小田原 厚木 相模原 横浜西 合計

39 20 28 40 23 66 43 41 21 34 29 45 429

(1) (1) (2) (3) (2) (2) (11)

35 7 29 30 28 71 22 37 33 32 35 34 393

(1) (1) (1) (1) (1) (5)

本　年

前　年

（注）労働者死傷病報告による、（ ）内は死亡者数である。コロナ感染によるものを除いている。

☆死亡災害発生状況☆ 神奈川労働局 令和５年９月15日現在

☆建設業における署別労働災害発生状況☆（休業４日以上） 神奈川労働局 令和５年８月末現在

製 造 業 2 (1) 6 2 8 5 (1)

建 設 業 11 (1) 6 (1) 17 (1) 9 (1) 21 (2) 14 (3)

交 通 運 輸 業

陸上貨物運送事業 5 (1) 2 2 5 (1) 2 5 (2)

港 湾 荷 役 業 1

商 業 5 (1) 2 (2) 6 (2) 3 (2) 1 (1)

清 掃 ・ と 畜 業 2 4 1 4 1 6 (2)

そ の 他 6 (2) 3 (2) 10 (2) 3 (2) 14 (5) 6 (1)

合 計 27 (5) 20 (4) 38 (5) 29 (6) 49 (9) 37 (10)

　　　　　　　　年

　業　種

死亡災害件数死亡災害把握数

本年 前年同期 前々年同期

（令和５年） （令和４年） （令和３年）
令和４年 令和３年 令和２年

（注）死亡災害把握数は、本年のみ欄外表示の日までに把握した死亡災害の件数で、（ ）は、事故の型が「交通事故」

であるものを内数で表示しています。

☆死亡災害の概要☆ 神奈川労働局 令和５年９月15日現在

11月7日（火）横浜市西公会堂において、第58回の神奈川県建設業労働災害防止大会を開催します。大会

の開催内容は下記のとおりです。

第58回神奈川県建設業労働災害防止大会のご案内

とき 令和５年11月７日（火）

ところ 横浜市西公会堂

住所：横浜市西区岡野1-6-41

14：30 開場

15：00 開会

表彰式

16：05 講演

「安全の基本ルールを守る！建設業の明るい未来に向けて」

神奈川労働局 労働基準部長 加納 圭吾 氏

「川崎北署における建設業の送検事例について」

川崎北労働基準監督署長 渋谷 勇一 氏

「女子中高生と職長会で取組む安全」

～女子校建替え 居ながら工事における安全の重要性について～

㈱熊谷組首都圏支店 東京女子学園建替計画作業所 統括所長 堀江 恵介 氏

※第60回全国建設業労働災害防止大会（広島大会）安全衛生教育部会発表事例

17：05 閉会

主催者からのお願い
入場は無料です。昨年までは新型コロナウイルス感染防止のため、入場制限を行う関係で事前申込みによる先着制としてい

ましたが、本年は制限はありません、ただし受付時の密集をさけるため、参加を希望する方は下記参加申込票に記載の上、所
属する神奈川支部分会事務局へFaxによりお申込みください。※当日会場でも受付けます。

注：体調のすぐれない方、発熱症状のある方
は参加をご遠慮ください。

場内におけるマスク着用も自主管理といた
しますが、会話をご遠慮いただく等引き続き
感染防止について御配慮いただきますようお
願いします。

第58回神奈川県建設業労働災害防止大会参加申込票

御氏名 御氏名

事業場名： 連絡先電話番号：

御氏名 御氏名

御氏名 御氏名

入場無料

～ストップ死亡重大災害！心身を整え、行動前に家族を想おう！～

発 生 月 業　種 起　因　物

事 業 場 規 模

発生時刻 年　齢 事 故 の 型

２月 その他の建設工事業 荷姿の物

～９人

８時頃 65～69歳 飛来、落下

２月 土木工事業 掘削用機械

～９人

16時頃 60～64歳

３月 建築工事業 地山、岩石

100～299人

14時頃 20～24歳 崩壊、倒壊

３月 建築工事業

30～49人

16時頃 80～84歳 交通事故 （道路）

３月 土木工事業

10～29人

12時頃 75～79歳 崩壊、倒壊

６月 土木工事業 足場

10～29人

14時頃 60～64歳 墜落、転落

６月 土木工事業 その他の環境等

～９人

10時頃 50～54歳 その他

８月 土木工事業 水

～９人

13時頃 30～34歳 おぼれ

８月 土木工事業 開口部

～９人

11時頃 40～44歳 墜落、転落

８月 建築工事業 研削盤、バフ盤

～９人

12時頃 40～44歳 切れ、こすれ

８月 建築工事業 その他の動力クレーン等

～９人

9時頃 40～44歳 墜落、転落

９月 土木工事業 地山、岩石

～９人

13時頃 60～64歳 飛来、落下
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　河川の護岸工事における締切工内での河床掘削場所が、水位の急上昇による越水で水没し、作業者ら４名

が急流につかりながら退避中に１名が流され、５ｋｍ下流で発見された。発生時刻と同じ頃に大雨警報が発

表されていた。一般作業員(一次下請)

9 別掲（６頁）

7
　集合住宅敷地内の植栽剪定及び除草作業中、低木の庭木剪定を行っていたところ、営巣していた蜂に手の

甲を刺され、アナフィラキシーショックを発症し入院。２週間後に死亡した。一般作業員（元請）

番号 発 生 概 要

1

　工場内の配管工事現場で、交換用ボルト・ナット約30kgを繊維製道具袋に詰め、ホイストでつり上げ中、

約15mの高さで袋の持ち手紐が破断して袋が落下し、下の地面で次のつり荷を準備していた被災者の頭に当

たった。（元請）

2
　河川工事現場で、ドラグ・ショベルを運転し、 残土を詰めたフレキシブルコンテナバッグ２個を吊って旋

回中に、川岸の仮設道路から約３ｍ下の川底に車両ごと墜落した。（１次下請）墜落、転落

10 詳細不明

3
　ビル新築工事現場で、基礎杭の杭頭の計測のため、杭頭までドラグ・ショベルで穴を掘り、その穴に下り

て杭頭の上に残る土をスコップで払い落とし中、掘削面が土砂崩壊した。（元請）

4

トラック 　ビル新築工事現場で、型枠材搬入を終えたトラックの運転者が降車中に、警備員が下り坂の輪止めを外し

たため無人で動き出し市道に出た。運転者は警備員２名とともに車の前で押し止め中に転倒し、前輪にひか

れた。（２次下請）

5

11 別掲（６頁）

10 別掲（６頁）

地山、岩石

6
新設中高速道路の橋梁上部工現場で、つり足場を橋桁の下に組立て中の作業者が、同足場の単管の隙間（約

２×１ｍ）から約13ｍ下の地面に墜落した。鳶工（２次下請）

　道路に埋設された下水管の交換工事現場で、古い下水管を撤去後の深さ１.３m、幅１.１m、長さ９mの掘

削溝に下りてスコップで掘削中、掘削面が土砂崩壊した。（１次下請）
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12時頃 切れ、こすれ
民間

研削盤、バフ盤

～９人

8月 建築工事業

民間
9時頃 墜落、転落

8月

～９人

建築工事業 その他の

動力クレーン等

【発生状況】

木造住宅の屋根瓦のふき替え工事において、瓦の荷揚

機が停止したため、２階屋根外周の足場にかけた２連は

しご（瓦の荷揚機を取り付け）を降りているとき、高さ

４ｍ付近から墜落した。瓦職人40～44歳(1次下請)

【災害防止のポイント】

1 高所作業における墜落防止設備（墜落転落用保護帽、安

全帯を含む）による防止措置

2 作業内容に即した作業手順の作成とその履行

3 作業者の意識的不安全行動の防止

【発生状況】

木造住宅解体工事現場で、敷地境界の鉄柵を携帯用研削盤

（と石カバーを取り外した手持ち式電動ディスクグライン

ダー）で切断しようとしたところ、跳ね返って首を切った。解

体作業員40～44歳(1次下請)

【災害防止のポイント】

1 手持ち用グラインダーは構造規格に示された研削といしの覆

いがあるものを使用すること

2 安全な作業が行えるスペースの確保を行うこと

3 手持ち式グラインダー等、高速回転する工具を使用する作業

については、あらかじめ使用する工具による危険を評価し、必

要な個人用保護具を定め、これを作業者に使用させること

4 作業者に作業に応じた基本的な安全衛生教育を実施すること

民間

～９人11時頃 墜落、転落

８月 土木工事業 開口部

【発生状況】
マンション敷地内の除草現場で、刈払機・手のこ・せん定ばさみを

使い一人作業中、斜面擁壁の天端（幅約60ｃｍ）から、当該斜面擁壁
と擁壁一体型躯体の間の開口部の底に約９ｍ墜落した。一般作業員40

～44歳(一次下請)
【災害防止のポイント】
1 高さが２メートル以上の箇所で、墜落により作業者に危険を 及ぼす
おそれのある端部で作業を行う場合には、囲い、手すり、覆い等を設

けること。
2 １の措置がとれない場合には、親綱を張る等安全帯の取り付け 設備
を設け、作業者に安全帯（フルハーネス型）を使用させること。
３ 墜落のおそれのあるところで作業する際には、あらかじめ作業指
揮者を指名し、その者に当該作業を直接指揮させるとともに以下の事

項を行わせること
・その日の作業を開始する前に、安全帯の取り付け設備に異常がない
ことを確認する。
・作業者が安全帯を適切に使用していることを確認する。

・作業者が保護帽および安全靴等の安全な履き物等を着用しているこ
とを確認する。

８月に発生した建設業の死亡災害の概要

8月31日（木）

関内ホール小ホー

ルにおいて、建設

業労働災害防止協

会神奈川支部安全指導者並びに神

奈川県木造家屋建築工事等災害防

止協議会安全指導員の令和５年度

合同研修が開催されました。

出席者は安全指導者100名、安

全指導員40名で合計140名でした。

この研修会は毎年実施されている

ものですが、カリキュラムは右記

のとおりです。

安全指導者並びに安全指導員の

皆様は、国の通達及び建災防本部

の安全指導者規程等に基づき、現

場の指導や集団指導などを担当し、

各分会や地区会において、安全パ

トロールの実施を始め、各種の労

働災害防止の指導を行っていただ

いているものです。

本年度は足場関

係の法改正もある

ことから特別に全

国中低層足場リー

ス協会の調査役から低層足場の安

全について御

講演をしてい

ただきました。

安全指導者、安全指導員合同研修を開催

発生月 業種 起因物 発生状況
発注関係

発生時刻 事故の型 災害防止のポイント事業場規模

【発生状況】
マンション敷地内の除草現場で、刈払機・手のこ・せん定ばさみ

を使い一人作業中、斜面擁壁の天端（幅約60ｃｍ）から、当該斜面
擁壁と擁壁一体型躯体の間の開口部の底に約９ｍ墜落した。一般作
業員40～44歳(一次下請)
【災害防止のポイント】
1 高さが２メートル以上の箇所で、墜落により作業者に危険を 及
ぼすおそれのある端部で作業を行う場合には、囲い、手すり、覆い
等を設けること。
2 １の措置がとれない場合には、親綱を張る等安全帯の取り付け
設備を設け、作業者に安全帯（フルハーネス型）を使用させること。
３ 墜落のおそれのあるところで作業する際には、あらかじめ作業
指揮者を指名し、その者に当該作業を直接指揮させるとともに以下
の事項を行わせること
・その日の作業を開始する前に、安全帯の取り付け設備に異常がな
いことを確認する。
・作業者が安全帯を適切に使用していることを確認する。
・作業者が保護帽および安全靴等の安全な履き物等を着用している
ことを確認する。

【発生状況】

木造住宅の屋根瓦のふき替え工事において、瓦の荷揚

機が停止したため、２階屋根外周の足場にかけた２連は

しご（瓦の荷揚機を取り付け）を降りているとき、高さ

４ｍ付近から墜落した。瓦職人40～44歳(1次下請)

【災害防止のポイント】

1 高所作業における墜落防止設備（墜落転落用保護帽、

安全帯を含む）による防止措置

2 作業内容に即した作業手順の作成とその履行

3 作業者の意識的不安全行動の防止

【発生状況】

木造住宅解体工事現場で、敷地境界の鉄柵を携帯用研削盤

（と石カバーを取り外した手持ち式電動ディスクグライン

ダー）で切断しようとしたところ、跳ね返って首を切った。

解体作業員40～44歳(1次下請)

【災害防止のポイント】

1 手持ち用グラインダーは構造規格に示された研削といしの

覆いがあるものを使用すること

2 安全な作業が行えるスペースの確保を行うこと

3 手持ち式グラインダー等、高速回転する工具を使用する作

業については、あらかじめ使用する工具による危険を評価し、

必要な個人用保護具を定め、これを作業者に使用させること

4 作業者に作業に応じた基本的な安全衛生教育を実施するこ

と

神奈川労働局との合同パトロール実施

神奈川労働局と建災防神奈川支部は９

月12日、全国労働衛生週間準備月間の一

環として、相模原市緑区小倉において㈱

フジタ首都圏土木支店でで施工する中央

新幹線（リニア）津久井トンネル（東工

区）現場の合同パトロールを実施しまし

た。参加者は神奈川労働局からは木塚局

長、畑野健康課長、荻野相模原署長など、

神奈川支部からは黒田支部長ほかが参加

しました。

中央新幹線津久井トンネルは、全長約

6,2kmの長大トンネルで、東工区はその

内約3.4ｋｍを掘削する工事です。現在、

全国労働衛生週間準備月間中ということ

で、主として労働衛生に係る取組状況を

重点にパトロールし、トンネル内の浮遊

粉じん対策としては、換気及び湿潤化の

実施状況、防じんマスクの使用状況等、

熱中症予防対策としては、常時エアコン

の効いた休憩室及び熱中症対策キットの

常備、暑さ指数の把握・掲示・注意喚起、

気象観測システムによる熱中症危険度の

メール配信等といった取組状況を確認し

ました。

また、トンネル工事においては、落盤、

肌落ち等による災害防止も重要であり、

切羽付近、坑内作業関係者以外、こそく

（浮石落し）作業及び鏡面整形作業の各

立入禁止範囲の明示、掘進個所の地質に

応じた綿密なボーリング調査、発破時に

生ずる弾性波を利用した切羽前方の不良

地山探査等、実効的で効率的な安全対策

を確認しました。

パトロール後の講評で木塚局長は熱中

症の予防に引き続き取り組まれるよう呼

び掛け「トンネル坑内の適正な作業環境

の測定、測定結果に基づいた適切な作業

環境改善対策を皆さんで話し合って進め

てください。津久井トンネルの工事が無

災害で竣工されることを祈念します。」

と結び、黒田支部長からは現場独自で行

われている「まぶたの家族運動」（家族

を思い出し安全作業を誓う15秒間の瞑想

を行う）並びに「ちょっとまてV活動」

（①ひとりよがりで、②めんどくさがっ

て、③ぼやっとして、④きをぬいたまま

で、⑤きをきかせたつもりで→あぶない

作業をしていないか）に触れ、「心に訴

える言葉だ、若い働き手に向けてやって

いただきたい」と無事故無災害で竣工さ

れることをお願いしました。



４～５

第60回全国建設業労働災害防止大会in広島で表彰される皆様おめでとうございます。

本年度の全国大会は、「広島県立総合体育館」において、建設業における安全衛生活動に顕

著な功労・功績のあった方々や優秀な安全衛生成績をあげられた事業場等に対する表彰、労働

災害防止のために優秀な発明・考案等をされた方を対象とした顕彰、安全の誓いの採択、講演

等を行う「総合集会」を開催します。

オンラインのみご参加の方は、参加券８，５００円（税込）が必要です。

ご購入後、建災防本部のホームページの第60回全国大会のページよりオンライン参加の申込

みをクリックし、必要事項を入力しての申込み手続きが必要で、申込み完了時点でメールで送

られてくる「ユーザー名」と「パスワード」でログインすることができます。

※毛利衛氏の講演は視聴できません。

詳しくはハイブリッド開催の案内、建災防本部のホームページでご確認ください。

開 催 期 間

現 地 開 催 令和５年10月５日（木）・６日（金）

ラ イ ブ 配 信 令和５年10月６日（金）※一部配信なし

オンデマンド配信 令和５年10月10日（火）～11月13日（月）

安全衛生表彰者名簿（神奈川支部）

優良賞（工事現場）

種別 事業所・工事現場名 分会

戸田建設株式会社 横浜支店

横浜地方合同庁舎（仮称） 整備等事業

新日本空調株式会社　横浜支店

相鉄・東急直通線 、新横浜駅空調設備他

風越建設株式会社

オープンレジデンシア横浜　新築工事

株式会社竹中工務店 横浜支店

横浜アリーナ大規模改修２０２２

ジェクト株式会社

（仮称）塩浜４丁目新築工事
川崎北

優良賞

（工事現場）

横浜南

横浜南

横浜南

横浜北

個人

種別 御氏名 事業所名 分会

三村　晃弘 株式会社江電社 鶴見

髙橋　学 山王建設株式会社 厚木

平良　浩二 株式会社佐々木機械土木 厚木

山口　和昭 株式会社共栄社 横浜南

江田　守 東急リニューアル株式会社 横浜北

増田　明博 小雀建設株式会社 横浜西

志賀　正也 野州工業株式会社 川崎南

金光　徳夫 清生土木有限会社 川崎北

長森　修 株式会社丸孝産業 横須賀

佐藤　哲士 匠建設株式会社 平塚

大野　英二 大野設備工業株式会社 湘南

三浦　秀一 有限会社三浦組 小田原

小池　重憲 株式会社小池設備 相模原

大河戸　敦史 根本建設株式会社 横浜南

芳賀　錠二 芳賀建設工業株式会社 相模原

(職長) 平野　貴司 株式会社浦山工務店 横浜南

功労賞

功績賞

(委員)

優良賞（会社）

種別 分会

横浜南

横須賀

湘南

小田原

事業所名

優良賞

（会社）

株式会社浦山工務店

ユタカ建設株式会社

浅岡建設株式会社

有限会社神谷機材


